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はじめに 
Plustek のｽｷｬﾅをお買い上げいただきありがとうございます。弊社製品が日々の電子ｲﾒ

ｰｼﾞ、ﾃｷｽﾄ入力作業にお役にたてることを切望しております。 

弊社の製品は全て出荷前に検査を行っており、お客様がご満足して使用いただけるよう

万全を期しております。 

本書での最終ﾍﾟｰｼﾞに Plustek の連絡先ﾘｽﾄが記載されています。ご登録いただいたお

客様はｶｽﾀﾏｰｻﾎﾟｰﾄ、新製品情報、ｿﾌﾄｳｴｱのｱｯﾌﾟｸﾞﾚｰﾄﾞを受けることができます。 

お客様のスキャナサプライヤーとして弊社をお選びいただきありがとうございます。今後と

もお客様のコンピュータ関連のニーズのために弊社の優れた商品をご利用いただけることを願

っております。 

本書の使い方 
本書ではｽｷｬﾅの設置及び取扱い方法を説明しております。ご使用になる方が

Microsoft Windows  2000, XP 及び Vista の操作に慣れていることを前提に本書は書かれて

います。必要に応じて Microsoft Windows のﾏﾆｭｱﾙを参照してください。 

はじめにの項では梱包箱の内容説明、ｽｷｬﾅを使用する際に必要なｺﾝﾋﾟｭｰﾀのｼｽﾃﾑ構

成等が書かれています。設置前には全ての部品が揃っているか必ず確認してください。欠品

または損傷があった場合には速やかにお買い求めになった販売店にお問い合わせください。 

第一章ではｽｷｬﾅのｿﾌﾄｳｴｱのｲﾝｽﾄｰﾙ方法、ｽｷｬﾅとｺﾝﾋﾟｭｰﾀの接続を説明しておりま

す。（注：ｽｷｬﾅは USB を介してｺﾝﾋﾟｭｰﾀに接続されます。）USB をｻﾎﾟｰﾄしていないｺﾝﾋﾟｭｰﾀ

を使用する場合には USB ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽｶｰﾄﾞをお買い求めになり USB 機能を追加してください。

ﾏｻﾞｰﾎﾞｰﾄﾞが USB 機能を持っている場合には USB ｺﾈｸﾀｰを購入、取付けを行ってください。

本書はお使いのｺﾝﾋﾟｭｰﾀが USB を使えることを前提に書かれています。 

第二章では使用方法、ﾒﾝﾃﾅﾝｽ、清掃の仕方について説明しております。 

別表 A はご購入いただいたｽｷｬﾅの仕様が記載されています。 

別表 B は製品保証並びに FCC に関する記述が記載されています。 

本書の表示 
 [XXX] — ｺﾏﾝﾄﾞまたはｺﾝﾋﾟｭｰﾀｽｸﾘｰﾝの内容 
Italic (ｲﾀﾘｯｸ)  —  重要事項 
Bold （太字） — ｽｷｬﾅのﾎﾞﾀﾝ 
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ｱｲｺﾝについて 
本ｶﾞｲﾄﾞでは、特別な注意が求められる情報を示すために以下のアイコンを使用します。 

 
警告 

危険: 怪我や事故を防ぐために注意して従うべき手順。 

 
注意 

注意: 注意に従わない場合、ﾃﾞｰﾀの損失または製品に破損を及ぼ

す恐れがあります。 

 
要注意 

要注意: 操作上の誤りを防ぐために覚えておくべき指示。 

安全注意事項 
故障、人体を損傷することがないよう、本機をご使用になる前に以下の重要なインフォメ

ーションをお読みください。 

1. 下記の状態では本機の内部に結露が発生し故障の原因となることがあります： 

   本機を冷たい場所から暖かい場所に直接移動させて時 

   冷たい部屋を暖めた時 

   本機を湿度の高い場所に置いた時 

結露を防止するために下記の 

.  本機をプラスティックバッグに入れ密封して室温になじませてください。 

.  １－２時間おいてから本機をバッグから出してください。 

2. キャナに付属されている電源アダプタ及び USB ケーブルを必ず使用してください。他の

電源アダプタやケーブルを使用すると故障の原因となることがあります。 

3. 緊急時に AC アダプタを素早く抜けるよう AC アダプタの周囲は空けてください。 

4. 配線の破損は出火、電気ショックの原因となります。電源コードはまっすぐ伸ばし、よじった

り、曲げたり、擦ったりしないでください。 

5. 夜間、週末等ある期間本機をしない場合には出火の原因を排除するため電源を抜いてく

ださい。 

6. スキャナを解体しないでください。電気ショックの危険があるため、スキャンを開くと保証の

対象から外れます。 

7. ｽｷｬﾅのｶﾞﾗｽ面はこわれやすいので物をぶつけたり、叩いたりしないでください。 
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必要ｼｽﾃﾑ構成1

• Intel Pentium®II 233 MHz ﾌﾟﾛｾｯｻまたは同等のﾌﾟﾛｾｯｻを有するｺﾝﾋﾟｭｰﾀ 

• 128MB RAM 

• USB 1.1 or 2.0 ﾎﾟｰﾄが使用可能なこと。 

• CD-ROM Drive or DVD-ROM Drive 

• 800 MB の空き容量がﾊｰﾄﾞﾃﾞｨｽｸにあること 

• ﾋﾞﾃﾞｵｶｰﾄﾞが 16 色以上をｻﾎﾟｰﾄしていること 

• ｵﾍﾟﾚｰﾃｨﾝｸﾞｼｽﾃﾑ: Windows 2000/XP/Vista 
 

 

要注意 

Pentium III 500 MHz 以上のﾌﾟﾛｾｯｻを使用する場合には最適な性能を引

き出すためには 256 MB RAM、 USB 2.0 ﾎﾟｰﾄ 、800MB のﾊｰﾄﾞﾃﾞｨｽｸの空

き容量が必要となります。 

梱包箱の内容物2

 
1. ｽｷｬﾅ 

2. USB ｹｰﾌﾞﾙ 

3. ｱﾀﾞﾌﾟﾀｰﾌﾟﾀ 

4. ｸｲｯｸｶﾞｲﾄﾞ 

5. 設定／ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ CD-ROM 

6. ｲﾒｰｼﾞｴﾝﾊﾝｽﾊﾞｯｸ（ﾄﾞｷｭﾒﾝﾄ反射ﾏｯﾄと一緒にｽｷｬﾅのｶﾊﾞｰの下に付いています。） 

7. ﾄﾞｷｭﾒﾝﾄ反射ﾏｯﾄ 
                                                 
1  大きなｲﾒｰｼﾞﾃﾞｰﾀをｽｷｬﾝ、編集する場合にはより高い仕様が必要となります。 

本書で示す必要なｼｽﾃﾑ構成は目安であり、ｺﾝﾋﾟｭｰﾀの性能が上がる程よい結果が得られます。 
2  ｽｷｬﾅを輸送する時のために梱包箱は保管しておいてください。 
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本機の特徴 

 

1. USB ﾎﾟｰﾄ：同梱の USB ｹｰﾌﾞﾙでｽｷｬﾅをｺﾝﾋﾟｭｰﾀの USB ﾎﾟｰﾄに接続します。 

2. 電源ﾚｾﾌﾟﾀ：同梱の電源ｱﾀﾞﾌﾟﾀを介してｽｷｬﾅを AC 電源に接続します。 

3. 電源ｽｲｯﾁ：ｽｷｬﾅの ON/OFF に使用します。 

 

4. ｽｷｬﾅﾛｯｸ：輸送中にｽｷｬﾅのﾍｯﾄﾞ部分を固定します。 

5.  ﾌｧﾝｸｼｮﾝｽｲｯﾁﾎﾞﾀﾝ＆LED：Book または Paper ﾎﾞﾀﾝを押しどちらかの機能を選択します。

LED は選択された機能を表示します。 

 
6. Book ﾌｧﾝｸｼｮﾝﾎﾞﾀﾝ：Book ﾌｧﾝｸｼｮﾝﾎﾞﾀﾝを押すとその下の三角形の LED が点灯し、ｽｷ

ｬﾅﾊﾟﾈﾙ上のﾎﾞﾀﾝの左側の機能(Book Pilot, Preview, Color Scan, Grayscale Scan 及

び Text Scan) が操作可能になります。 

7. Paper ﾌｧﾝｸｼｮﾝﾎﾞﾀﾝ：Paper ﾌｧﾝｸｼｮﾝﾎﾞﾀﾝを押すとその下の三角形の LED が点灯し、ｽ

ｷｬﾅﾊﾟﾈﾙ上のﾎﾞﾀﾝの右側の機能(Custom, E-Mail, Copy 及び Scan) が操作可能になり

ます。 

8. ﾊﾟﾜｰ LED：ｽｷｬﾅの状態を表示します。 
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9. ﾄﾞｷｭﾒﾝﾄ反射ﾏｯﾄ3 ：ｽｷｬﾝするｲﾒｰｼﾞの背面ｶﾗｰとしてこの両面ﾏｯﾄ（白黒）を使用します。 

10 ｲﾒｰｼﾞｴﾝﾊﾝｽﾊﾞｯｸ 4 ：透過が問題になる場合にﾊﾞｯｸに使用します。 

                                                 
3詳細は設定／ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝCD-ROMのFAQの章を参照してください。 
4  詳細は設定／ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝCD-ROMのFAQの章を参照してください。ｲﾒｰｼﾞｴﾝﾊﾝｽﾊﾞｯｸはなくさな

いよう使用後はｽｷｬﾅのｶﾊﾞｰの下に収納してください。 
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第１章 ｽｷｬﾅの設置 
ｽｷｬﾅを設置する前に全ての構成品が揃っているか梱包箱の内容物の項にあるﾘｽﾄに従

って確認してください。 

ｿﾌﾄｳｴｱのｲﾝｽﾄｰﾙにあたっての要件 
ｽｷｬﾅにはｲﾒｰｼ ﾞ編集ｿﾌﾄｳｴｱ (NewSoft Presto! ImageFolio), OCR ｿﾌﾄｳｴｱ

(FineReader), ﾄﾞｷｭﾒﾝﾄﾏﾈｰｼﾞﾒﾝﾄｿﾌﾄｳｴｱ (Presto! PageManager), ｽｷｬﾅﾄﾞﾗｲﾊﾞｰ及び 
Action Express software が付属されています。これらのｿﾌﾄｳｴｱをｲﾝｽﾄｰﾙした後にﾊｰﾄﾞﾃﾞｨ

ｽｸに約 800MB の空き領域が必要です。 

USB ｽｷｬﾅは Microsoft Windows 2000, XPl または Vista のｵﾍﾟﾚｰﾃｨﾝｸﾞｼｽﾃﾑ上での

み動作します。 

ﾊｰﾄﾞｳｴｱの要件 
本ｽｷｬﾅは Plug & Play をｻﾎﾟｰﾄしている USB を介してｺﾝﾋﾟｭｰﾀと接続されます。USB

ﾎﾟｰﾄについてはお使いのｺﾝﾋﾟｭｰﾀのﾏﾆｭｱﾙを参照してください。 

通常ｺﾝﾋﾟｭｰﾀには下図のように USB ｼﾞｬｯｸが付いています。 

 
USB コネクタ

お使いのｺﾝﾋﾟｭｰﾀに USB ﾎﾟｰﾄがない場合には USB ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽｶｰﾄﾞを購入して USB
機能を追加する必要があります。 

ｽｷｬﾅの設置と設定 
設置にあったては以下の手順に従ってください。 

ｽｽﾃﾃｯｯﾌﾌﾟ゚ 11..  ｽｽｷｷｬｬﾅﾅののﾛﾛｯｯｸｸをを解解除除ししまますす。。  
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ｽｷｬﾅをｺﾝﾋﾟｭｰﾀに接続する前にｽｷｬﾅのﾛｯｸを解除してください。 

1.   スキャナ本体裏面にあるスキャナヘッド固定ロックスイッチをスライドしてスキ

ャナヘッドの固定を解除します。 

2.   飛び出している固定ピンをスキャナ内部へ押し込んでください。固定ピンはバネ

により飛び出しています。 
3.    その状態でスキャナヘッド固定スイッチを元の位置へスライドしてください。固

定スイッチが固定ピンに開けられた穴にはまりスキャナヘッドの固定が常に解除

された状態になります。 

ｽｽﾃﾃｯｯﾌﾌﾟ゚ 22..  ｽｽｷｷｬｬﾅﾅををｺｺﾝﾝﾋﾋﾟ゚ｭｭｰーﾀﾀにに接接続続ししててくくだだささいい。。  

 
1.   ｽｷｬﾅの電源ﾚｾﾌﾟﾀに電源ｱﾀﾞﾌﾟﾀを接続します。 

2. 電源ｱﾀﾞﾌﾟﾀを AC 電源につなぎます。 

3. 同梱の USB ｹｰﾌﾞﾙの正方形の端をｽｷｬﾅの背面の USB ﾎﾟｰﾄに接続します。 

4. 同梱の USB ｹｰﾌﾞﾙの長方形の端をｺﾝﾋﾟｭｰﾀに接続します。 

5. ｽｷｬﾅをUSBﾊﾌﾞ5に接続する場合には必ずUSBﾊﾌﾞとｺﾝﾋﾟｭｰﾀを接続してからｽｷｬﾅを

USBﾊﾌﾞに接続してください。 

ｽｽﾃﾃｯｯﾌﾌﾟ゚ 33..  ｿｿﾌﾌﾄﾄｳｳｴｴｱｱののｲｲﾝﾝｽｽﾄﾄｰーﾙﾙ  
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1. ｽｷｬﾅの電源を入れてください。 

 

2.  ｺﾝﾋﾟｭｰﾀの USB 機能が正しく動作している時には「新しいﾊｰﾄﾞｳｴｱが追加されました。」、

「新しいﾊｰﾄﾞｳｴｱが見つかりました」というﾒｯｾｰｼﾞが自動的に表示されます。 

 

 

要注意 
ｽｷｬﾅを接続中にｺﾝﾋﾟｭｰﾀを切ると次回 Windows をｽﾀｰﾄした時に「新しいﾊ

ｰﾄﾞｳｴｱが追加されました。」というﾒｯｾｰｼﾞが表示されます。 

 

3. Windows 2000 をご使用の場合

a. 「新しいﾊｰﾄﾞｳｴｱが追加されました。」が表示された時には「次へ」をｸﾘｯｸしてくださ

い。 

b. 「正しいﾄﾞﾗｲﾊﾞｰを捜す。（推奨）」を選択して「次へ」をｸﾘｯｸしてください。 

c. 次にどのﾄﾞﾗｲﾌﾞを捜しますかというｳｲﾝﾄﾞｰが表示されます。CD-ROM ﾄﾞﾗｲﾌﾞを選択

してください。ﾌﾛｯﾋﾟｰﾃﾞｨｽｸﾄﾞﾗｲﾌﾞにﾁｪｯｸがされていたら外してください。 

 
d. 付属の設定／ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ CD-ROM をｺﾝﾋﾟｭｰﾀの CD-ROM ﾄﾞﾗｲﾌﾞに挿入して「次

へ」のﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸしてください。 

e. 表示されたｳｲﾝﾄﾞｰの「次へ」のﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸしてください。 

f. ｲﾝｽﾄｰﾙ中「ﾃﾞｼﾞﾀﾙ署名が必要です。」というﾒｯｾｰｼﾞが表示されることがあります。こ

のﾒｯｾｰｼﾞは無視して「ﾊｲ」をｸﾘｯｸしてｲﾝｽﾄｰﾙを続けてください。ｽﾃｯﾌﾟ 6 に進んで

ください。 

4. Windows XPをご使用の場合

a. 付属の設定／ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ CD-ROM を CD-ROM ﾄﾞﾗｲﾌﾞに入れてください。 

b. 「ｿﾌﾄｳｴｱを自動的にｲﾝｽﾄｰﾙする（推奨）」を選択して「次へ」のﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸします。 
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c. 表示されたｳｲﾝﾄﾞｰの「次へ」のﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸします。ｽﾃｯﾌﾟ 6 に進んでください。 

5.  Windows Vista をご使用の場合  

a. 「新しいハードウェアが見つかりました」 (Found New Hardware) が表示された時に

は、「ドライバ・ソフトウェア（推奨）を閲覧し、インストールする」(Locate and install 
driver software ) を選択してください。 

b. 「ユーザ・アカウント・コントロール」(User Account Control) ダイアログが表示された

時、 [続行] ボタンをクリックしてください。 

c. 画面に「USB スキャナー付属のディスクを挿入する」 (Insert the disc that came 
with your USB Scanner) がポップアップされた場合、付属の設定／アプリケーショ

ン CD-ROM をコンピュータの CD-ROM ドライブに挿入して、「次へ」のﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸ

してください。 

d. ｲﾝｽﾄｰﾙ中 「Windows はこのドライバソフトウェアの発行元を検証できません」 
(Windows can’t verify the publisher of this driver software) というﾒｯｾｰｼﾞが表示

されることがあります。このﾒｯｾｰｼﾞは無視して [このドライバソフトウェアをインストール

する] (Install this driver software anyway) をｸﾘｯｸしてｲﾝｽﾄｰﾙを続けてください。   

6. ｲﾝｽﾄｰﾙが完了したら「終了」ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸします。 

7. 画面の表示に従って必要な全ての新しいｿﾌﾄｳｴｱをｲﾝｽﾄｰﾙします。 

8. ｿﾌﾄｳｴｱをｲﾝｽﾄｰﾙ後に全てのｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝを終了し、「終了」ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸしてｺﾝﾋﾟｭｰﾀを再

起動してください。 
 

 

要注意 

ｲﾝｽﾄｰﾙが自動的に始まらない場合は「ｽﾀｰﾄ」をｸﾘｯｸ、「ファイル名を指定し

て実行」を選択「D:\Install 」とﾀｲﾌﾟしてください。（D：はｺﾝﾋﾟｭｰﾀの CD-
ROM ﾄﾞﾗｲﾌﾞを指します。） 

ｽｽﾃﾃｯｯﾌﾌﾟ゚ 44..  ｽｽｷｷｬｬﾅﾅののﾃﾃｽｽﾄﾄ  
以下の手順に従ってｽｷｬﾅが正しく機能するかﾁｪｯｸしてください。ﾃｽﾄ前に全ての接続を

再度確認してください。 

正しくﾃｽﾄするために以下の手順に従ってください。 
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1. ｽｷｬﾅのﾄﾞｷｭﾒﾝﾄｶﾊﾞｰを開け、本をｶﾞﾗｽ面の上、ｽｷｬﾅﾎﾞﾀﾝ側に置いてください。 

2. ゆっくりとｶﾊﾞｰを閉めてください。 

3. ｽｷｬﾅの[Book Pilot]ﾎﾞﾀﾝを押してください。 

4. Book Pilot ｳｲﾝﾄﾞｰにｲﾒｰｼﾞが表れればｽｷｬﾅは正しく動作しています。 

 

 

要注意 
Book Pilot を使用する際には On-Line ﾍﾙﾌﾟを参照してください。 

ｿﾌﾄｳｴｱﾄﾗﾌﾞﾙｼｭｰﾃｨﾝｸﾞ 
本書並びにｸｲｯｸｶﾞｲﾄﾞをよくお読みください。 

問題が解決されない場合以下をﾁｪｯｸしてください。 
 ﾊｰﾄﾞﾃﾞｨｽｸに 800MB の空き容量がありますか？ 
 ｽｷｬﾅに電源が供給されていますか？ 
 付属の USB ｹｰﾌﾞﾙをご使用ですか？ 
 USB ｹｰﾌﾞﾙの正方形のﾌﾟﾗｸﾞがｽｷｬﾅに接続されていますか？ 
 USB ｹｰﾌﾞﾙの長方形のﾌﾟﾗｸﾞがｺﾝﾋﾟｭｰﾀに接続されていますか？ 

本マニュアルに定義されているインストール手順から外れた場合は、スキャナから USB 
ケーブルを外して CD-ROM からソフトウェアを再インストールしてください。スキャナのソフトウ

ェアを再インストールするには、[スタート]、[起動]をクリックし、次に D:\Install (D がご使用の 
CD-ROM ドライブの文字)をタイプします。セットアップウィザードによって示されたインストール

上の指示をよく守ってください。指示されたらコンピュータを再起動し、コンピュータがオンの状

態の間に USB ケーブルをスキャナに挿入し直します。 

追加のｿﾌﾄｳｴｱのｲﾝｽﾄｰﾙ 

 10



ｽｷｬﾅは TWAIN に準拠しており TWAIN とｺﾝﾊﾟﾁﾌﾞﾙなｿﾌﾄｳｴｱが動作可能です。追加

のﾌﾄｳｴｱを購入する際には TWAIN に準拠したものを選んでください。 
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第２章  使用方法とﾒﾝﾃﾅﾝｽ 

ｽｷｬﾅの動作 
ｽｷｬﾅを動作させるには次の二通りの方法があります。 

1. ｲﾒｰｼﾞｴﾃﾞｨｯﾄﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを使いｽｷｬﾅからｲﾒｰｼﾞを取り込みます。 

2. ｽｷｬﾅにｿｿﾌﾄｳｴｱとしてｲﾝｽﾄｰﾙされている Action Express を使用します。 

ｽｷｬﾅを動作させるにはｿﾌﾄｳｴｱﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑが必要です。ｽｷｬﾅから得られたすべてのﾄﾞｷｭﾒ

ﾝﾄ、ｲﾒｰｼﾞ（ﾃｷｽﾄ、画像）はｺﾝﾋﾟｭｰﾀ内でｲﾒｰｼﾞとして処理されます。ほとんどのｽｷｬﾝはｲﾒｰｼﾞ

ｴﾃﾞｨｯﾄﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを使い見たり、編集したり、ｽｷｬﾝされたｲﾒｰｼﾞとして出力されます。ｲﾒｰｼﾞｴﾃﾞｨ

ｯﾄﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑは付属の設定／ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ CD-ROM に入っています。各種ﾌｨﾙﾀｰ、ﾂｰﾙ、ｴﾌｪｸ

ﾄ効果によりｽｷｬﾝしたｲﾒｰｼﾞを変更、修正することができます。 

ﾃｷｽﾄﾄﾞｷｭﾒﾝﾄをｽｷｬﾝしてﾜｰﾄﾞﾌﾟﾛｾｯｻｰに取り込むには OCR（ｵﾌﾟﾃｨｶﾙ ｷｬﾗｸﾀｰ ﾚｺｸﾞﾆ

ｼｮﾝ）ｿﾌﾄｳｴｱを使用します。OCR ｿﾌﾄｳｴｱはｽｷｬﾝしたﾃｷｽﾄﾄﾞｷｭﾒﾝﾄのｲﾒｰｼﾞﾌｧｲﾙをﾃｷｽﾄﾌｧ

ｲﾙに変換しﾜｰﾄﾞﾌﾟﾛｾｯｻｰで見て、編集し、保存することができます。OCR ｿﾌﾄｳｴｱも付属の

設定／ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ CD-ROM に入っています。ｽｷｬﾅをこのような用途使用するには OCR ｿﾌ

ﾄｳｴｱをｲﾝｽﾄｰﾙしてください。 

Action Expressはｲﾒｰｼﾞｴﾃﾞｨｯﾄｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝ（NewSoft Presto! ImageFolio）を使わずに

ｲﾒｰｼﾞやﾃｷｽﾄをｽｷｬﾝすることができます。Action Expressはｽｷｬﾅをｺﾋﾟｰ機6として使ったり、

e-mail用にﾄﾞｷｭﾒﾝﾄや写真をｽｷｬﾝするのに使うことができます。 

これらの機能については Action Express のｵﾝﾗｵﾝﾍﾙﾌﾟを参照してください。 

ｲﾒｰｼﾞをｽｷｬﾝする 
以下は付属のｲﾒｰｼﾞｴﾃﾞｨｯﾄﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑNewSoft Presto! ImageFolio 5  の使い方を説明し

ます。ｽｷｬﾅに使い慣れてくると他のTWAINとｺﾝﾊﾟﾁﾌﾞﾙなｽｷｬﾆﾝｸﾞﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑやｲﾒｰｼﾞｴﾃﾞｨｯﾄｱ

ﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝを使うようになるかもしれません。 

1. ﾄﾞｷｭﾒﾝﾄｶﾊﾞｰを開けて本をｽｷｬﾅのｶﾞﾗｽ面の上に置いてください。ｽｷｬﾅのﾊｳｼﾞﾝｸﾞ内の

のﾏｰｸのところに本の位置をあわせてください。 

2.   カバーをそっと閉じます。 

 

 

要注意 

厚いブックをスキャンしているとき、ブックバインディングをそっと押してスキャ

ンするページとスキャナーのガラス面の間にできるだけ隙間が空かないよう

にしてください。 

                                                 
5  NewSoft Presto! ImageFolioの詳細については設定／ｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝCD-ROMに入っている

NewSoftのﾕｰｻﾞｰｽﾞｶﾞｲﾄﾞを参照してください。 
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注意: 文書カバーが閉じないでスキャニングを行っているとき、スキャナーのランプを直接

見つめないでください。 

3. Windows のｽﾀｰﾄﾒﾆｭｰからﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを選択、「NewSoft Presto! ImageFolio」を選択して

「NewSoft Presto! ImageFolio」を起動してください。 

 

 

 

 
注意 

ｺﾝﾋﾟｭｰﾀに一つ以上のｽｷｬﾅまたはｲﾒｰｼﾞﾝｸﾞ機器がｲﾝｽﾄｰﾙされている場

合には TWAIN ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを取得する前にこのｽｷｬﾅをﾃﾞﾌｫﾙﾄｽｷｬﾅとして設

定する必要があります。 

1. NewSoft Presto! ImageFolio で「 」ﾒﾆｭｰから「 」

を指し。 

2. のﾎﾟｯﾌﾟｱｯﾌﾟｳｲﾝﾄﾞｰでこのｽｷｬﾅを選択し「OK」をｸﾘｯ

ｸしてﾃﾞﾌｫﾙﾄｽｷｬﾅとして設定します。 

 

4. NewSoft Presto! ImageFolio 上で「 」ﾒﾆｭｰから「 」 | 「 」

を指し。 

5. TWAIN ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽが表示されます。（自動ﾓｰﾄﾞ） 

6. 解像度を調整したい場合には「Open the Auto Scan Control Panel」ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸしてくだ

さい。設定を保存し TWAIN ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽに戻るには「Close」をｸﾘｯｸします。（Auto Scan） 

7. 「Auto Scan」ﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸしてください。IDEAS ﾃｸﾉﾛｼﾞｰ(Intelligent Detection & Easy 
Scan Technology)が最適な設定でｲﾒｰｼ ﾞを自動的にｽｷｬﾝし NewSoft Presto! 
ImageFolio へｽｷｬﾝされたｲﾒｰｼﾞを送ります。 

 

 

要注意 

TWAIN ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽの初期設定ﾓｰﾄﾞはｵｰﾄﾓｰﾄﾞです。「Switch to 
Advanced Mode」ｸﾘｯｸしてｽｷｬﾆﾝｸﾞの設定をｶｽﾀﾏｲｽﾞすることができます。

詳細は TWAIN のｵﾝﾗｲﾍﾙﾌﾟを参照してください。 

 

ｽｷｬﾅのﾎﾞﾀﾝ（Paper Function） 

ｽｽｷｷｬｬﾅﾅののﾎﾎﾞ゙ﾀﾀﾝﾝをを使使うう  
より便利、効果的にご使用いただけるようｽｷｬﾅにはﾌｧﾝｸｼｮﾝﾎﾞﾀﾝが付いています。

Book Function では Book Pilot、ﾌﾟﾚﾋﾞｭｰ、ｶﾗｰｽｷｬﾝ、ｸﾞﾚｲｽｹｰﾙｽｷｬﾝ及びﾃｷｽﾄｽｷｬﾝを機

能させます。Paper Function ではｺﾋﾟｰ、ｶｽﾀﾑ、E-Mail、OCR 及びｽｷｬﾝを機能させます。

Paper Function ﾎﾞﾀﾝでは 3 つのﾓｰﾄﾞを選択することができます。 
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Auto Mode（ｵｰﾄﾓｰﾄﾞ）：IDEA ﾃｸﾉﾛｼﾞｰがｲﾒｰｼﾞを自動的に最適な設定でｽｷｬﾝし、ｽｷ

ｬﾝしたｲﾒｰｼﾞを加工ｿﾌﾄｳｴｱに送ります。このﾓｰﾄﾞが最も簡単な方法です。 

EZ ﾓｰﾄﾞ（EZ Mode）：同じ設定で様々なｽｷｬﾆﾝｸﾞｼﾞｮﾌﾞをさせる場合に、効率的に作業

ができるﾓｰﾄﾞです。 

ｱﾄﾞﾊﾞﾝｽﾄﾞﾓｰﾄﾞ（Advanced Mode）：それぞれの希望にあったようにｽｷｬﾝするために設

定をｶｽﾀﾏｲｽﾞしたい時に使用します。 

 

初期設定のｵｰﾄﾓｰﾄﾞを変更するには以下の順番に行ってください。 

1. Windows のｼｽﾃﾑﾄﾚｲ上の Action Express のｱｲｺﾝ  を右ｸﾘｯｸしてください。 

2. ﾎﾟｯﾌﾟｱｯﾌﾟﾒﾆｭｰから「Button Configuration」を選択してください。または Action 
Express のｱｲｺﾝを右ｸﾘｯｸして Action Express を開いた場合には Action Express
ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ上の「Button Configuration」をｸﾘｯｸしてください。 

3. Button Configuration ｳｲﾝﾄﾞｰ左手にある設定したいﾎﾞﾀﾝを選択してください。 

4. EZ mode または Advanced Mode をﾁｪｯｸしてください。 

5. 「OK」または「Apply」を選択してください。 
 

 

要注意 

Action Express の詳細についてはｵﾝﾗｲﾝﾍﾙﾌﾟを参照してください。 

1. ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ使用中はﾍﾙﾌﾟﾎﾞﾀﾝをｸﾘｯｸしてください。 

2. Windows のｽﾀｰﾄﾒﾆｭｰからﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ| (your scanner model 
name)を指し Action Express Help を選択してください。 

ｶｶｽｽﾀﾀﾑﾑﾎﾎﾞ゙ﾀﾀﾝﾝをを定定義義すするる  
ｽｷｬﾅﾊﾟﾈﾙ上のｶｽﾀﾑﾎﾞﾀﾝを Action Express に含まれているその他の機能として定義す

ることができます。ｶｽﾀﾑﾎﾞﾀﾝを定義するとﾎﾞﾀﾝを押すだけで選択された機能が動作します。 

Action Express の Button Manager を使ってのｶｽﾀﾑﾎﾞﾀﾝの定義の仕方を以下に説明

します。 

1. WindowsｼｽﾃﾑﾄﾚｲのAction Expressのｱｲｺﾝ  を右ｸﾘｯｸしﾎﾟｯﾌﾟｱｯﾌﾟﾒﾆｭｰから

Button Managerを選択します。 

2. Button Manager のｳｲﾝﾄﾞｰがﾎﾟｯﾌﾟｱｯﾌﾟします。 

3. 上下の矢印をｸﾘｯｸしてｶｽﾀﾑﾎﾞﾀﾝを選択してください。 

4. 「Select the  button function」ﾄﾞﾛｯﾌﾟﾀﾞｳﾝﾘｽﾄから必要な機能を選択してを選択して

ください。 

5. OK をｸﾘｯｸして設定を行ってください。 

6. ｽｷｬﾅのｶｽﾀﾑﾎﾞﾀﾝを押すと定義された機能が動作します。 
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注意 

 ｶｽﾀﾑﾎﾞﾀﾝは初期設定ではｽｷｬﾝになっています。 

 このﾎﾞﾀﾝを使用するには必要なｿﾌﾄｳｴｱがｲﾝｽﾄｰﾙされてなければ

なりません。（例：ｺﾋﾟｰ機能を使うのにはﾌﾟﾘﾝﾀｰﾄﾞﾗｲﾊﾞｰが必要で

す。） 

ｽﾃｰﾀｽｲﾝｼﾞｹｰﾀｰ 
緑色の LED ｲﾝｼﾞｹｰﾀｰがｽｷｬﾅの状況を表示します。 

 
ﾗｲﾄ 状態 
点灯 ｽｷｬﾅはｺﾝﾋﾟｭｰﾀと接続されｽｷｬﾝ可能な状態です。 
消灯 ｽｷｬﾅはｺﾝﾋﾟｭｰﾀと接続されていないかｺﾝﾋﾟｭｰﾀの電源が入っていませ

ん。 

ｽｷｬﾅの接続 
ｽｷｬﾅの接続についてﾄﾗﾌﾞﾙｼｭｰﾃｨﾝｸﾞをする際にはまず全てのｹｰﾌﾞﾙ類の接続をﾁｪｯｸ

してください。Windows のｼｽﾃﾑﾄﾚｲにある Action Express ｱｲｺﾝ  はｽｷｬﾅが正しく起動

しているか、ｽｷｬﾅとｺﾝﾋﾟｭｰﾀが通信をしているかを表示します。 

 
表示 状態 

 
ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑは正しく起動、ｽｷｬﾅとｺﾝﾋﾟｭｰﾀが接続されておりｽｷｬﾝ可能

の状態です。 

 

ｽｷｬﾅがｺﾝﾋﾟｭｰﾀと接続されていないか、ｽｷｬﾅの電源が入っていま

せん。 

表示なし 
ｽｷｬﾅがｺﾝﾋﾟｭｰﾀに接続されている、いないに関わらずﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの停

止が選ばれました。 

ｽｷｬﾅのﾛｯｸ 
光学部を保護するためにはｽｷｬﾅには 3 種類のﾛｯｸ状態があります。ｽｷｬﾅを正しく動作

させるために状況により適切なﾛｯｸを選択してください。 
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ｵｰﾄﾛｯｸ は平らな面の上でｽｷｬﾝする際に使用します。ﾛｯｸﾍｯﾄﾞが押し込まれていない時

にはｽｷｬﾅは自動的にﾛｯｸされます。一般的な使われ方です。 
 

 

常時ﾛｯｸ解除は不安定、柔らかい面の上で使用する際に使われます。ｽｷｬﾅを常時同じ

場所で使用する場合に常時ﾛｯｸ解除の状態のすることもできます。 

 

 

警告 

常時ﾛｯｸ解除の場合、ｽｷｬﾅを移動する際には再度ﾛｯｸをかけてください。 

 

 

常時ﾛｯｸは輸送中にｽｷｬﾝﾍｯﾄﾞを固定します。ｽｷｬﾅを動作させることはできません。 
 

使用方法とﾒﾝﾃﾅﾝｽ 
 

 

注意 

ｽｷｬﾅをｽﾑｰｽﾞに動作させるため下記の使用方法及びﾒﾝﾃﾅﾝｽについての

説明をお読みください。 

 

 埃っぽいところでｽｷｬﾅを使用しないでください。埃の粒子や異物が損傷を与える恐

れがあります。長期間使用しない場合には輸送用のﾋﾞﾆｰﾙ袋に入れてください。 
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 ｽｷｬﾅに過度の振動を与えないでください。内部の部品に損傷を与える恐れがあり

ます。 

 研磨剤の入っていないｶﾞﾗｽｸﾘｰﾅｰをﾘﾝﾄﾌﾘｰ（綿ぼこり無し）の布に軽くｽﾌﾟﾚｰ

しｽｷｬﾅのｶﾞﾗｽ面を掃除してください。最後に布でふき取ってください。ｸﾘｰﾅ

ｰを直接ｶﾞﾗｽにｽﾌﾟﾚｰしないでください。液体が多すぎるとｶﾞﾗｽの曇りや故障

原因となります。 

 ｽｷｬﾅは 10℃～40℃の温度帯で使用してください。 
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付録 A: 仕様6

 

Plustek OpticBook 3600 
外形寸法 453 x 285 x 105 mm (17.83” x 11.22” x 4.13”) 
重量 3.96 Kgs (8.7Lbs)  
動作温度 10° C ～ 40° C (50° F ～ 104° F) 

ｽｷｬﾝｴﾘｱ 
最大 216 mm x 297 mm (8.5” x 11.69”) 
最小 12.7 x 12.7 mm (0.5” x 0.5”) 

ｽｷｬﾝﾓｰﾄﾞ 
ｶﾗｰ：入力 48 ﾋﾞｯﾄ、出力 24/48 ﾋﾞｯﾄ 
ｸﾞﾚｲｽｹｰﾙ：入力 16 ﾋﾞｯﾄ、出力 8/16 ﾋﾞｯﾄ 
白黒：1 ﾋﾞｯﾄ 

解像度 
光学解像度：1200dpi 
最大ﾊｰﾄﾞｳｴｱ解像度：1200 dpi (ﾒｲﾝｽｷｬﾝ) x 2400 dpi (ｻﾌﾞｽｷｬﾝ) 
最大補間解像度：24000dpi 

ｽｷｬﾆﾝｸﾞﾏﾃﾘｱﾙ 反射ｶﾗｰ、白黒 
ﾌﾟﾛﾄｺﾙ TWAIN 互換 
ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ USB2.0（USB1.1 互換） 
ﾗﾝﾌﾟﾀｲﾌﾟ ｺｰﾙﾄﾞｶｿｰﾄﾞﾗﾝﾌﾟ 
電源ｱﾀﾞﾌﾟﾀ 出力 DC15V,1A 

消費電力 
動作時：最大 15W  
待機時：4.3W 

EMI FCC ｸﾗｽ B, CE 
使用環境条件 RoHS/WEEE 

 
 
 

                                                 
6ハードウェア仕様規格は事前の予告なしに変更される場合があります。 
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付録 B: ｶｽﾀﾏｰｻﾋﾞｽと製品保証 
ｽｷｬﾅに問題が発生した場合には本書の設置の注意事項、ﾄﾗﾌﾞﾙｼｭｰﾃｨﾝｸﾞの項を参照

して対処してください。 

弊社ｶｽﾀﾏｰｻﾎﾟｰﾄ部に電話でお問い合わせすることも可能です。月曜から金曜の営業

時間内で対応しております。連絡先は巻末のﾍﾟｰｼﾞを参照してください。 
欧州 9:00 a.m. – 5:30 p.m.  (欧州中央時間) 
その他 9:00 a.m. – 6:00 p.m. （台湾時間） 

電話でお問い合わせになる場合には下記を事前に準備してください。 

 ｽｷｬﾅの名称及びﾓﾃﾞﾙ No. 

 ｽｷｬﾅのｼﾘｱﾙ No.（ｽｷｬﾅの底面に貼ってあります。） 

 障害内容 

 ご使用のｺﾝﾋﾟｭｰﾀのﾒｰｶｰ名、ﾓﾃﾞﾙ名 

 ご使用のｺﾝﾋﾟｭｰﾀの CPU 速度（例：Pentium 133、等） 

 ｵﾍﾟﾚｰﾃｨﾝｸﾞｼｽﾃﾑ及び BIOS 

 ｿﾌﾄｳｴｱ名、ﾊﾞｰｼﾞｮﾝ＃、ﾘﾘｰｽ No＃、ｿﾌﾄｳｴｱﾉﾒｰｶｰ名 

 ｲﾝｽﾄｰﾙされているその他の USB 機器 

限定製品保証について 
限定製品保証は正規代理店から転売目的でなく自らの使用目的のために購入された方

にのみ適用されます。 

ﾒｰｶｰの保証は部品、修理費用を含みますが購入時の領収書がない場合には保証は適

用されません。製品保証ｻｰﾋﾞｽを受けるには弊社正規代理店、販売店にご連絡いただくか弊

社のﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞからｻｰﾋﾞｽ情報をﾁｪｯｸしてください。E-Mail でのお問い合わせも受け付けて

おります。 

製品を他のﾕｰｻﾞｰに譲渡した場合、譲渡されたﾕｰｻﾞｰは保証の残存期間ｻｰﾋﾞｽを受け

ることができます。譲渡する場合には領収書等の購入時証拠書類も一緒に渡してください。 

弊社では書類に記載された通りに製品が動作することを保証いたします。購入時の証拠

書類の提示により交換された部品の保障期間は製品の残存期間と同じとします。 

保証ｻｰﾋﾞｽで製品を持ち込む際には全てのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ、ﾃﾞｰﾀ、脱着可能なｽﾄｰﾚｯｼﾞﾒﾃﾞｨｱ

は外してください。またｶﾞｲﾄﾞ、ｿﾌﾄｳｴｱなしで返却された製品は、修理後ｶﾞｲﾄﾞ、ｿﾌﾄｳｴｱなしで

返却されます。 

事故、天災、破壊、誤使用、不正使用、不適切な環境での使用、ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの変更、他の

機械、本機の改造に対して製品保証は適用されません。 

本機が本来設計された目的の用途で使用された場合にのみ製品保証は適用されます。 
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製品保証についてのお問い合わせはお買い求めになった正規販売店またはﾒｰｶｰのお

願いいたします。 

この限定製品保証は明示、黙示を限定せずある目的のための黙示的保証を含む他の全

ての保証に置き換わるものである。法律によっては黙示的保証の除外を許容しないことがあり、

この場合には全ての明示、黙示的保証は保障期間内にのみ限定される。この期間を過ぎた後

はいかなる保証も適用されない。 

黙示的な保証がどれだけ長く続くか制限を設けることを許容しない法律の場合には上記

の制限は適用されない。 

如何なる場合でも下記に対しては免責である。 

1. 第三者が貴社（貴殿）に対して行う損失、損害の請求 

2. 貴社（貴殿）の記録、ﾃﾞｰﾀも喪失、損害 

3. 因果的な経済的損失（遺失利益、節約を含む）、付随的な損害 

付随的、因果的な損害の制限を排除することを許容しない法律の場合には上記の制限

はまたは除外は適用されない。 

この限定製品保証は法的権利を与えるもであって、法律によって他の権利を持つことも

ありうる 

FCC 電波障害について 
本機は FCC ﾙｰﾙ、ﾊﾟｰﾄ 15 のｸﾗｽ B ﾃﾞｼﾞﾀﾙ機器としての試験を実施し、その規格に準

拠しています。住宅地に設置した場合でも電波障害に対して適当な保護がなされるよう設計さ

れています。  

本機は電波ｴﾈﾙｷﾞｰを発生、使用、放射します。指示通りに本機を設置、使用しない場

合には電波障害を引き起こすことがあります。（機器の On/Off により決定されることもあり）特

定のﾃﾚﾋﾞ受像に障害を起こさないことは保証できません。ﾕｰｻﾞｰは下記の方法で電波障害を

是正することが求められています。 

 受信ｱﾝﾃﾅの場所を変更する。 

 機器とﾚｼｰﾊﾞｰの距離を離す。 

 機器とﾚｼｰﾊﾞｰを別の回路に接続する。 

 本機に付属されているｼｰﾙﾄﾞ済みｲﾝﾀｰｺﾈｸﾄｹｰﾌﾞﾙ、電源ｹｰﾌﾞﾙを使用してくださ

い。 

 状況が是正されない場合には専門の技術者に相談してください。 

 本機は絶対に改造しないでください。 
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Plustek の連絡先 
 

Europe:  Plustek Technology GmbH 
Gutenbergring 38 
22848 Norderstedt 
Germany 
 
Tel.:  +49 (0) 40 523 03 130 
Fax:  +49 (0) 40 523 03 500 
E-mail:  support@plustek.de
Website:  www.plustek.de
 
 

North America:  Plustek Technology Inc. 
17517 Fabrica Way, Suite B 
Cerritos, CA 90703 
U.S.A. 
 
Tel:  +1 -714-670-7713 
Fax:  +1 -714-670-7756 
E-mail:  supportusa@plustek.com
 
 

Worldwide except  
Europe & North America: 

 Plustek Inc. 
13F-1, No.3 (Building F), Yuan Qu Street 
115 Nankang, Taipei 
Taiwan 
 
Tel:  +886-2-2655 7866 
Fax:  +886-2-2655 7833 
Website:  www.plustek.com

 
 

Visit our website 
http://www.plustek.com/support/support.htm

for more customer service information. 
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